
【報告】                令和６年（2024 年）6 月 4 日 

育英資金の現状（アンケート結果）について 

 別添のとおり、アンケートを実施しましたので報告いたします。 

１．調査の趣旨 

近年の高校生の教育費に関する現状の変化を踏まえ、今後、育英資金を借りた高校生や

保護者へのアンケート調査を実施するなど実態把握を行い、その結果を踏まえた支援の

あり方について検討を進めるため。 

２．アンケート対象者（アンケート期間は、R6.１～2月末日まで実施） 

・①R６.1月時点で滞納している人：2,521人 うち回答者   41人 

・②R6.1時点で納期内に返還している人：2,000 人 うち回答者  218 人 

・③R5.12月、R6.１月までに返還完了した人：54人 うち回答者  ０人 

   

３．アンケートの主な回答内容 

 貸付金に関し、「借りて良かった」は①で５６％、②７４％となっており、事業の有効

性については良好となっている 

 「借りなかった方が良かった」の理由として返還額が多く大変なためが①４４％、②

４２％、さらにその影響として①②両方ともに「生活」と「結婚」と回答しており、

課題となっている 

 返還支援があるなら、熊本県に就職（U ターンを含む）したいと思うかで「はい」と

回答した人は、①②ともに高い割合となった。 

※別質問に対する回答については、別添を参照願いします。 

 

 

 

 

 

 

高校教育課：修学支援班 

米原・吉田・小森田 

（内線 57477・57479・57478） 

高校教育課修学支援班 

サンプル数（回答数）について：有識者の見解 

今回のアンケート調査の目的が、奨学生全体の傾向を把握するのではなく、奨学生が返還等につい

て、困っていることがあるかどうかの状況把握であれば、回答数は統計的には問題ない。 

【留意点】 

・育英資金を返済し、滞納した人、しない人という項目で実施したアンケートであり、いずれも一定

数、返済に困っている人がいるという現状は表されている。 

・回答数が少ない場合は、新聞記事等を引用した資料を参照することで信憑性を示すことができる。 

・滞納がない人でも、借りなければよかった等の回答をしているので、高校生の奨学金の問題は深刻

と伺える。 
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